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高等教育機関において女性学・ジェンダー関連科目が開講されはじめて約20年が経つ。国立
女性教育会館調査のデータに基づけば.2007年度における開講状況は. 4年制大学では476大
学.3726科目開講されており，女子大学においては70大学.940科目開講されている 1)。女性
学・ジ、エンダー関連科目は，各大学において教養科目や専門科目としてカリキュラム上位置づ
いている。いまや大学で学ぶ教養としてジェンダー研究が制度化された状況にあると言える。
とりわけ，女子大学のほぼ9割(データ上)の大学でそれらの科目が開講されており，各女子
大学が女性学・ジ、ェンダーをめぐる「知」の獲得を重点化している状況がうかがえる。筆者の
勤務する椙山女学園大学においても，全学部 (5学部・学生数約5300名)で約60科目開講され
ている。所属する人間関係学部においては.2002年度よりライフスタイルに関連する科目を専
門科目として位置づけ，講義や演習などを含め約20科目開講している。
このような高等教育におけるジェンダー教育の現状を考えていくうえで，現代社会における
ジェンダー状況の変化を見過ごすことはできない。社会変化と同様に ジ、ェンダー教育の授業
内容や方法にも変化が見られるであろう。これらの授業を受講する学生たちは，学修するなか
でどのような知識を獲得しているのであろうか，また受講生のジ、エンダー意識にどのような影
響を与えているのであろうか。
以上のような課題を探究するための一つの作業として，本稿では筆者の担当する(後述の)
ケースメソッド授業において，学生たち自身が研究発表してきた資料をもとに，問題関心の推
移を考察することを目的とする。その作業をとおして，学生の知的関心の一端を浮かび上がら
せたいと思う。これまで筆者が担当してきた授業において ジ、ェンダーに関連した学生の関心
をキーワードで表せば，恋愛，結婚，男女の友情，女性の就労セクシュアリテイなどである。
本稿では，近年の社会的状況の変化が著しいセクシュアリティに関するテーマ，とりわけセ
クシュアル・マイノリティとされる同性愛と性同一性障害をテーマとした学生の研究発表を取
り上げることにする。まずは，ケースメソッドの授業形態・方法について説明し，次に，学生
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の研究発表資料を年次ごとにまとめた表を文末に提示する。多量のデータではあるが，学生の
問題関心を見るうえでも興味深い資料と思われる。それらをふまえ，ケースメソッドの授業か
らみたジェンダーやセクシュアリテイに関する学生の関心の推移について考察していくことに
する。
1 ，担当するケースメソッドの授業形態・授業方法
本稿で注目する演習形式の「ケースメソッド」は専門科目に位置づけられ，対象学年は3，
4年生，授業期間は半期である。筆者は毎年度平均2クラス開講し，受講生は1クラス約20名
である 2)。ケースメソッドという科目は， 1少人数による開講を前提とし，人間関係に関わる
具体的な事例，現象を研究対象とし，グループ・デイスカッションを通して，さまざまな問題，
事例を討議，分析，省察しながら，人間関係の解明や技法を学ぶことを目的」とした授業であ
る。また，各自が得た知識や技法を基礎として，人間関係に対する問題の立て方，解決策の提
案，自己表現を養うことを学習目標としている授業である。
担当するケースメソッドでは，人間関係とジェンダー・セクシュアリティに関連する具体的
な例・現象を対象に研究・討論することをとおして，ジ、エンダー化された自己を聞い，個々人
の自己生成の意味を考えていくことを授業のねらいとしている。実際の授業は，以下のように
進めている。あらかじめ課題を設定するのではなく，受講生たちのジ、ェンダーやセクシュアリ
テイに関する関心をもとに自由に研究課題を設定するという形をとっている。受講生たちは，
それまで履修した講義や演習をふまえた問題意識をもっており，学びのレディネスを少なから
ず形成していると考えられる。ちなみに，筆者の担当するジェンダー関連の講義科目は2000~
2001年度は教養科目「教育」と専門科目「心身問題と教育」での一部分， 2002年度から現在に
至るまで専門科目「ジェンダー・セクシュアリテイ論1，IIJである。ケースメソッド受講生
の大半が「ジェンダー・セクシュアリティ論1，IIJを履修しているので，それらの授業内容
から関心が促されている可能性は低くはないであろうが，ひとまず日常的に関心をもったジェ
ンダ}やセクシュアリティに関する問題意識を自由に設定させている。
ケースメソッドの授業では，初回から 2回ほどで各自の問題関心の発表を行い，関心テーマ
の近い学生でグル」プを編成する(約5名)。その後 グル」プ内でのデイスカッションを通
して問題意識を共有し(授業回数l回)，それぞれが調査研究を行い， A4資料6枚程度にま
とめることを課している。各グループは文献やインターネットで情報収集し，アンケート調査
やインタピユ}調査を行ったりして，発表資料としてまとめている。半期間の授業では約8回
の研究発表の時間を設けている。
授業方法としては，授業l回につき， 1グループの発表を行い，グループの中から司会進行
役を立て，発表約30分，デイスカッション約50分，最後にグループが授業で暫定的に得た「答え」
を発表するという授業の流れで進めている。筆者は，コーディネーターの役割を担っている。
各グJレ}プの研究発表は，文末に付した表2のとおり，グループ内の学生が共有した問題意
識にもとに，自分たちで調べた結果を分析しまとめ，最後に「問題提起jとして全体でデイス
カッションする内容を提示するという形式を取っている。各グループが具体的な課題を提起
し，議論することで，ジェンダー，セクシュアリティをめぐる諸現象についての知識を獲得し，
各自のジェンダー意識の省察，また諸課題への解決策を見出すことを授業の目的として挙げて
いる。
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2，セクシュアル・マイノリティをテーマとした学生の研究発表資料
以上のような形で展開しているケースメソッドで，学生たちはどのような問題関心をもち課
題に取り組んでいるのか。前述したように，社会のジ、エンダー状況は変化し続けており，それ
とともに学生自身のリアリティも変化しているように思われる。とりわけ，近年のセクシュア
ル・マイノリティをめぐる社会的状況の変化は著しく 2000年度以降から2008年度現在までの
授業においても，学生の関心も徐々に高くなっていることを筆者自身も感じている。それらの
変化にともなって，学生がどのように関心を掘り下げているのか，自分自身にどのように引き
つけて現実の問題を解決するために思考しているのか，学生のジェンダー，セクシュアリテイ
をめぐる諸問題への理解の深まりについて，文末の表2に提示したこれまでの研究資料内容を
もとにして次節で分析していく。
3，発表内容・問題提起内容にみる関心の推移
各年度でグループ数が異なるのは，男女の友情など他のテーマのグループが多かったときや
デイベートを取り入れた年度もあったためである。しかしながら セクシュアル・マイノリテ
ィをテーマとするグループが毎年度編成されることから，それらのテーマへ学生の関心の高さ
がうかがえる。そこで，学生の関心の推移をみていくために 発表内容と問題提起内容をもと
に以下のように表にまとめ分析を試みた。
表1は，研究発表資料にみられる発表内容，問題提起内容と，ごくわずかな例にすぎないが，
セクシュアル・マイノリティをテーマとしたメディア報道や制度面とをあわせ，年度進行にし
たがって表したものである。
表中にある社会的状況に関する内容は向性婚をめぐる動きと性同一性障害に関する法制度の
ごく一部，メディア報道についても同様に，セクシュアル・マリノリティをテーマとしたテレ
ビ番組を一部載せたのみにとどまっている。メディア報道や制度面の変遷も別途詳しく見てい
く必要があるが，稿を別にして論じたい。挙げた例に関しては，講義において教材として使用
したものを提示している。
また，学生たちが研究発表資料をまとめるうえで参考にする可能性の高い，大学図書館のセク
シュアル・マリノリティに関する蔵書と新聞記事データベース(聞蔵II:朝日新聞オンライン記事
データベース)の各年に発行された著書やデータベース・ヒット数を示した。最近では，学生が資
料をまとめる際にインターネットから情報を得ている可能性がより高いと思われる。学生の研究発
表資料には参考URLを提示しであるが，その点については本稿ではとくに注目しないことにする。
そして，表2で示した実際の発表内容と問題提起について，以下のような段階に区分した。
性同一性障害と同性愛に関する定義，婚姻制度，法制度，これまでの歴史的状況をまとめた
ものをレベル1，社会的偏見や当事者をめぐる社会的状況に関する考察をレベル2，当事者た
ちの人間関係における諸問題や当事者である場合も含め自分たちの関わり方についてなど当事
者性をめぐる人間関係に関する考察をレベル3，以上をふまえた解決策の提案をレベル4とし
た。ただし，解決策の提案はケースメソッドでのデイスカッションをふまえて授業全体で検討
する場合が多いので発表内容に組み入れていない場合もある。
さらに，発表内容を研究方法別に以下の3つに区分した。文献やインターネットを用いた事
例の考察，アンケート調査による考察，インタピュー調査による考察である。問題提起につい
ては，聞いに共通するテーマをキーワード化して示してある。
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( 1 )発表内容に関する推移
表lに示されるように，年度進行と社会的変化やメディアの影響にともない，レベル1から
レベル3も含む発表内容となっていることがわかる。レベル1では セクシュアル・マリノリ
ティをめぐる定義や制度などに関してこれまで履修した講義などをふまえ，文献やインターネ
ットで調べたものをまとめる作業を通して基本的知識を習得し，それらを共有して議論すると
いう傾向がみられた。 2000年度はレベル1であるが 2001年度以降はレベル3の当事者性をふ
まえた人間関係の考察まで関心が高まっている。とくに， 2001年は性同一性障害者という設定
の中学生を人気女優が演じるドラマが放映され，性同一性障害に対する社会の注目も多くな
り，メディアで数多く取り上げられた年でもある。そのドラマやメディアの影響を大きく受け，
学生の性同一性障害への関心が高まったとも推察できる。
また2002年以降，セクシュアル・マイノリテイ当事者のカミングアウトが報道されたり，
NHKや民放のドキュメンタリー番組が放送されたりするなど セクシュアル・マリノリテイ
に関するメディア報道の量は2000年以前に比べると格段に増加した。さらに， 2003年の性同一
性障害者特例法 (1性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律J)の成立にともない，
メディア報道によって社会的認知度も高くなった状況がある。筆者の講義形式の授業において
な以前の内容に加え，それらの情報や番組を教材として扱うことも増えてきた。このように
授業で提案する情報も増え，さらに授業外での情報をキャッチする機会も多くなったことで，
より関心の高まりをもたらしたと考えられる。
学生の発表内容の推移をみていくと，文献だけでなく，アンケート調査やインタピュー調査
を通して，より具体的な事象と事例を扱うことが多くなってきている。アンケート調査では，
セクシュアル・マリノリテイに対する社会的偏見がどこから生じるのか，同世代の学生あるい
は年代別にどのようなイメージをもっているのか，それはどのような理由からか，といった社
会的状況に関する考察を行い，そのうえで，当事者からカミングアウトされたらどう対応する
か，自分が当事者であればどのように行動するか，といった当事者性をふまえた人間関係の具
体的事例について調査する傾向へと推移している。さらに，アンケート調査の内容では，より
立場性をふまえた具体的聞いとなっている。例えば，カミングアウトされる相手を男女別，関
係別(友人，恋人，親，きょうだい)に想定した聞いを立て，より身近な問題として考察しよ
うとする姿勢がうかがえるようになってきている。
インタピュー調査をとおした発表内容では，当事者にアクセスして，ライフヒストリーや日
常生活で直面する問題や，他者との関わりなど，よりリアJレな声を聞き，自分たちは何をなす
べきかという聞いへと発展させる内容に年々変化している。 20∞年のインタビュー対象者に関
しては，授業担当者である筆者からの紹介という形で調査を行ったが， 2003年以降は学生自身
の人脈をとおして行っている。おそらく 学生たちの身近に当事者が存在するという状況へと
変化してきていると思われる。そのことによって，調査内容も文献からでも得られるような聞
き取りにとどまらず，恋愛観や将来展望，そして自分たちに何ができるか， どのように当事者
に接すればよいのか，などより具体的かっ実践的な内容へと関心の持ち方が推移していると思
われる。
(2 )問題提起の内容に関する推移
発表内容の推移と同様，表lに示すとおり，問題提起の内容に関しでも年度進行にともない，
より多くの現実的で具体的な状況を設定した聞いが多くなっている。 2000，2001年は，セクシ
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藤原直子
ユアJレ・マリノリティに対する偏見をなくすにはどうしたらよいか，日本で偏見なく「受け入
れるJ状況にするは今後どうしていけばよいかという問題提起に見られるように，自分たちの
意識を聞い直し，社会全体の状況変化を考えるような内容が見られる。 2002年以降では，自分
が当事者であったらカミングアウトできるか，友人からカミングアウトされたらどのように対
応するか，身近な当事者に対してどのようなサポートをできるか，というようにより身近な人
間関係の問題としてとらえ 立場性をふまえた聞いへと変化している。
また，具体的事象の内容も変化している。身近な人からのカミングアウトという設定から，
友人，知人，きょうだい，家族，その男女別など関係性の違いへと推移している。当事者から
の恋愛相談を受けたらどのように対応するか 向性から告白されたらどうするか，などセクシ
ユアル・マリノリティに関する関心の持ち方が，これまでの社会的状況や制度といったマクロ
レベルでの考察と自分たちの個人的日常生活や人間関係というミクロレベルでの考察への関心
が高まっている。さらに 近年の傾向としては，セクシュアル・マリノリティの社会的認知度
の高まり，学生が得ることができる情報量の増大によって，性同一性障害当事者の「治療」行
為に関する考察を行うなど 学生の関心の広がりと深みは増しているように思われる。
ジェンダー，セクシュアリティをめぐる諸問題を自分の身近な問題としてとらえ，自身のジ
図1 発表内容と問題提起にみる関心の推移
???
?
???
?
凹亡---主〉
同性愛・性同一性障害とは何か、遣いは何か
|性別の決定 1 性同一性障害は「病気胸か
|日本の男色 1 1診断と判断基準・性転換手術
|パックス制度 11 Fol tt~コ |特例法の成立と背景|
|偏見が大きいのはどうしてか| | 世界の法整備 | 
| 差別の現状 11同性婚をめぐる諸外国の状況|
| 同性愛教育 11 マイノリテイの人権 | 
| 認知度とカミングアウトの関係
|ーたらどう るIl-察
|恋愛相談・告白されたら問応するか 同1内なる意識の省察 l
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ケースメソッドからみたセクシュアリティに関する女子学生の関心の推移
ェンダー意識を問うという担当ケースメソッドのねらい，そして，個々人が思う自身の生・性
の在り方が何者にも抑圧されることなく尊重され生きていける社会の実現というジ、エンダー教
育のねらいの一つにてらせば，社会的状況の変化やメディアの影響も大きいが，この9年間に
おいて学生たちの知的関心，学習効果は上がっていると言えるであろう。
今回注目した発表内容と問題提起にみる学生の関心の広がりについては，図1のように示さ
れる。
おわりに ~暫定的な結論~
これまで見てきたように セクシュアリティとりわけセクシュアル・マリノリティに関する
学生の問題関心は.2000年当初の定義や社会的状況というマクロレベルでの考察という関心か
ら，徐々に，当事者性をふまえた個人的日常生活での人間関係といったミクロレベルでの考察
という関心へと推移している。法制度の確立やメディア報道の増大などセクシュアル・マリノ
リティをめぐる社会的状況の変化は，同じ社会に生きる個々の学生の知的関心を喚起し，学習
レディネスも変化させている。そのことによって，自分たちの身近で現実的な聞いとして省察
することへとつながっている。
ジ、エンダーやセクシュアリティに関する教育は 教育者・学習者がともに生・性をめぐる差
別や偏見の解消のために知を高め，社会で変容する主体を形成することもねらいの一つであ
る。その意味において.2000年-2008年という期間にみられた学生の関心の推移からは，ねら
いの達成にむけてより前進していると言えるのではないだ、ろうか。ただ，本稿では学生の研究
発表資料に基づく考察のため，実際の学生の意識変容など学習効果を明らかにすることはでき
なかったが，その点については今後詳細に見ていく必要がある。また，学生のジェンダーやセ
クシュアリティをめぐる関心テーマは広範囲にわたっており，各テーマや全体をとおして，多
角的に分析する必要があろう。さらに，ケースメソッドという形式でジ、ェンダーや，セクシユ
アリティに関して学ぶこと，すなわち調査分析し 各自の「経験jや声を聞きながら理解を深
めていくというベダゴジーの視点から考察することも重要な課題である。
今後も社会的状況の変化，そこに生きる学生のリアリティや経験を学ぴの出発点とし，彼女
らの問題関心の推移をふまえながら，筆者自身の授業内容・授業方法も工夫していきたいと思
う。そして，性の平等に向けて社会を変革する批判的主体を育成するための教育の構築も今後
の課題としたい。
注
1 )国立女性教育会館「女性学・ジェンダー論関連科目データペースjを参!照。アンケー ト調査および
webでの調査に基づいているので，回答しない場合も考えると実際の開講数はデータ数より多いと思
われる。
2) 20∞年度~2008年度までに22クラス，受講生計418名を担当した。 lクラス約20名でデイスカッシヨン
するには多い人数ではあるが，紙で作った三角柱の名札を各自机の前におき，意見表示などに利用し
ている。また授業内で全員に発言の機会が与えられるようにしている。
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カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
そ
の
後
の
付
き
合
い
方
に
変
-
同
性
愛
に
つ
い
て
化
が
あ
る
か
(
向
性
の
友
人
か
ら
の
場
合
，
異
性
の
友
人
か
ら
の
場
合
，
-
異
性
愛
者
で
な
い
女
性
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
(
文
献
)
兄
弟
・
姉
妹
か
ら
の
場
合
，
子
ど
も
か
ら
の
場
合
，
自
分
に
対
し
て
好
意
-
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
持
た
れ
た
場
合
)
-
同
性
愛
カ
ッ
フ
。
ル
結
婚
0
同
性
愛
者
の
結
婚
制
度
が
日
本
に
あ
っ
た
方
が
い
い
か
，
否
か
20
04
 
性
同
一
性
障
害
の
基
本
的
知
識
-
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
の
用
語
説
明
0
性
同
一
性
障
害
の
「
障
害
」
と
い
う
表
現
に
疑
問
を
感
じ
な
い
か
-
診
断
と
判
断
基
準
0
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
自
分
の
性
を
判
断
し
て
い
る
か
-
性
転
換
手
術
0
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
M
T
F
は
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
に
F
T
M
は
あ
ま
り
と
.
 Q
&
A
 (
当
事
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
質
り
あ
げ
ら
れ
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
聞
と
回
答
)
-
ブ
ル
ー
ボ
ー
イ
事
件
20
04
 
好
き
っ
て
な
に
?
-
言
葉
の
意
味
o
 i好
き
j
と
い
う
感
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
か
.
 (
友
情
や
愛
情
に
関
し
て
の
)
格
言
0
友
情
と
愛
情
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
ま
す
か
-
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
の
意
見
(
女
性
で
ヘ
テ
ロ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
は
な
い
人
た
ち
に
対
す
る
ア
ン
ケ
}
ト
調
査
文
献
よ
り
)
20
04
 
GI
D 
-
性
同
一
性
障
害
と
は
0
性
同
一
性
障
害
は
病
気
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
，
病
気
と
考
え
ま
-
タ
イ
と
日
本
の
社
会
の
違
い
す
か
，
個
性
だ
と
考
え
ま
す
か
-
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
，
考
察
0
自
分
の
恋
人
ま
た
は
好
き
な
人
が
い
た
と
し
て
，
本
当
は
そ
の
人
が
別
の
-
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
f生
だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
0
向
性
婚
は
法
的
に
認
め
る
べ
き
か
20
04
 
同
性
愛
に
つ
い
て
-
同
性
愛
と
は
0
友
人
か
ら
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
場
合
，
あ
-
向
性
婚
の
現
状
と
問
題
点
な
た
は
今
ま
で
ど
お
り
そ
の
友
人
と
友
人
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
-
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
台、
0
日
本
で
の
向
性
婚
に
賛
成
で
す
か
反
対
で
す
か
。
ま
た
そ
の
理
由
は
亡コ Uこ〉
1
0
あ
な
た
が
一
番
仲
の
良
い
人
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
l
 
も
し
そ
の
人
に
性
同
一
性
障
害
だ
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
ど
う
し
|
ま
す
か
c
あ
な
た
は
拒
否
し
ま
す
か
，
そ
れ
と
も
受
け
入
れ
ま
す
か
0
男
だ
と
思
っ
て
付
き
合
っ
て
い
た
人
か
ら
性
同
イ
生
障
害
だ
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
あ
な
た
は
付
き
合
い
続
け
ま
す
か
，
そ
れ
と
も
別
れ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
か
0
あ
な
た
の
兄
弟
姉
妹
が
性
同
一
性
障
害
だ
っ
た
場
合
，
友
人
・
恋
人
が
性
同
一
性
障
害
だ
っ
た
場
合
と
は
違
う
感
情
を
持
つ
と
思
い
ま
す
か
-
性
向
A
性
障
害
と
は
.
 (F
tM
の
方
へ
の
)
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
.
ア
ン
ケ
ー
ト
性
向
ー
性
障
害
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
羽
田
言説 町 内} 、T守 門 '-r! 
!O
性
同
一
性
障
害
，
同
性
愛
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
l
 
ま
す
か
0
も
し
友
人
や
恋
人
(
身
内
)
か
ら
性
同
一
性
障
害
で
あ
る
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
，
そ
の
人
と
の
付
き
合
い
方
は
変
わ
り
ま
す
か
。
ま
た
，
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
0
も
し
友
人
や
恋
人
(
身
内
)
か
ら
同
性
愛
者
で
あ
る
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
，
そ
の
人
と
の
付
き
合
い
方
は
変
わ
り
ま
す
か
。
ま
た
，
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
0
同
性
婚
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
-
性
向
A
性
障
害
に
つ
い
て
.
同
性
愛
に
つ
い
て
-
社
会
で
の
扱
わ
れ
方
カ
ミ
ン
グ
、
ア
ウ
ト
20
05
 
0
あ
な
た
は
女
友
達
に
「
性
同
一
性
障
害
」
だ
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
O
あ
な
た
は
男
友
達
に
「
性
同
一
性
障
害
j
だ
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
0
あ
な
た
な
ら
性
同
宇
性
障
害
の
当
事
者
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
す
か
-
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
・
合
い
方
が
変
わ
る
か
-
恋
愛
相
談
を
さ
れ
た
ら
・
・
・
生
物
学
的
性
に
と
ら
わ
れ
ず
に
相
談
に
の
れ
る
か
，
恋
愛
対
象
が
自
分
に
向
い
て
い
た
ら
ど
う
す
る
か
-
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
，
付
き
if生
同
-'[
"1:
樟
害
に
関
す
る
意
識
!
調
奄
i
 
|
性
同
一
義
-
日
本
の
現
状
i
・
社
会
と
の
関
係
性
転
換
手
術
.
 (F
tM
の
方
へ
の
)
イ
ン
タ
ピ
、
ユ
ー
-
世
界
の
性
l司
宇
性
障
害
に
関
す
る
法
整
備
-
性
|
可
ー
性
障
害
の
定
義
-
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
，
考
察
20
06
 
ー ?
?
?
ー
ー
!
性
同
一
性
障
害
20
07
 
0
街
で
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
を
見
か
け
た
ら
振
り
返
り
ま
す
か
0
向
性
の
友
人
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
-
同
性
愛
の
定
義
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
考
察
•
 
(
レ
ズ
ピ
ア
ン
の
カ
ッ
プ
ル
に
対
す
る
)
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
加
7
I同
性
愛
? ?
?
?
， ?
?
?
? ?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
、
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
? ?
、
?
?
?
?
?
20
07
 
同
性
愛
に
つ
い
て
-
同
性
愛
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
0
も
し
友
人
か
ら
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら
付
き
合
い
方
が
変
わ
る
か
①
同
性
愛
の
基
従
知
識
0
付
き
合
っ
て
い
る
人
が
同
性
愛
だ
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た
ら
別
れ
②
向
性
愛
は
本
能
に
反
す
る
行
為
?
る
か
③
ホ
モ
フ
ァ
ピ
ア
に
つ
い
て
0
実
際
に
向
性
か
ら
，
付
き
合
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
感
じ
る
か
-
事
例
(
レ
ズ
ピ
ア
ン
3
名
へ
の
聞
き
取
り
)
20
08
 
性
向
一
性
障
害
に
つ
い
て
-
性
同
一
性
障
害
と
は
O
i願
望
」
と
「
性
向
一
性
障
害
」
の
違
い
を
自
分
な
ら
ど
う
考
え
る
か
-
性
同
一
性
障
害
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
0
法
に
つ
い
て
，
も
っ
と
簡
単
に
性
別
を
変
更
で
き
る
よ
う
に
変
え
た
ほ
う
-
性
同
宇
性
障
害
の
歴
史
が
良
い
か
-
性
同
一
性
障
害
の
認
知
度
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
0
も
し
向
分
が
性
同
一
性
障
害
で
は
な
い
か
，
と，
I41
っ
た
と
し
て
カ
ミ
ン
グ
-
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(F
寸
M
の
A
さ
ん
)
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
た
，
誰
に
話
す
か
0
身
体
的
に
向
性
の
友
人
に
性
向
ー
』
性
障
害
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
，
そ
の
上
で
告
白
さ
れ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
す
る
か
0
性
同
号
ム
性
障
害
と
診
断
さ
れ
る
前
に
自
ら
治
療
を
始
め
て
し
ま
う
こ
と
に
関
し
て
ど
う
思
う
か
20
08
 
縛
ら
れ
た
向
性
愛
-
同
性
愛
と
は
1
0
日
本
で
も
向
性
婚
を
認
め
る
よ
う
に
法
律
を
つ
く
る
べ
き
か
-
同
性
愛
の
イ
メ
ー
ジ
-
日
本
と
諸
外
国
の
婚
姻
制
度
初
08
同
性
愛
-
ア
ン
ケ
}
ト
調
査
0
自
分
が
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
す
る
立
場
に
な
っ
て
，
以
ド
の
設
定
で
あ
な
ー
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
ー
-
文
献
調
杢
か
ら
み
る
当
事
者
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
た
は
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
ま
す
カ
、
-
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
1
 -
①
裁
に
対
し
て
(ゲ
イ
A
さ
ん
，
パ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
B
さ
ん
)
自
分
レ
ズ
ピ
ア
ン
。
向
ー
親
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
す
る
両
親
:
同
性
愛
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
I
 1ー
②
親
に
対
し
て
自
5:r
:
レ
ズ
ピ
ア
ン
C
両
親
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
す
る
両
親
:
同
↑
仕
愛
に
対
し
て
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
2
 ①
友
人
に
対
し
て
自
分
:
レ
ズ
ピ
ア
ン
。
友
人
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
し
よ
う
と
す
る
友
人
:
同
性
愛
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
2ー
②
友
人
に
対
し
て
自
分
:
レ
ズ
ピ
ア
ン
。
友
人
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
す
る
友
人
:
同
性
愛
に
対
し
て
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
ー ?
?
?
?
*
発
表
テ
ー
マ
，
発
表
内
容
，
問
題
提
起
の
表
現
に
つ
い
て
は
，
研
究
発
表
資
料
の
ま
ま
で
あ
る
が
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
に
関
し
て
は
表
現
を
加
え
た
。
